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再
任
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農
業
委
員
会
は
、
公
平
・
公
正

な
判
断
を
行
う
た
め
、
農
業
委
員

の
う
ち
１
人
以
上
、
農
業
に
従
事

し
て
い
な
い
人
を
含
め
る
こ
と
が

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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令
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９
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月
９
日

再
任

佐
藤
　
正
一
　
氏
（
上
高
根
沢
）

野
中
　
照
雄
　
氏
（
中
阿
久
津
）

平
石
　
淳
一
　
氏
（
文
挾
）

増
渕
　
富
士
子
　
氏
（
上
阿
久
津
）

新
任

上
杉
　
奈
々
江
　
氏
（
中
阿
久
津
）

見
目
　
崇
　
氏
（
平
田
）

斎
藤
　
浩
実
　
氏
（
栗
ケ
島
）

西
形
　
政
之
　
氏
（
上
高
根
沢
）

水
沼
　
喜
代
子
　
氏
（
宝
石
台
）

令和６年度末一般会計　貯金と借金の見込額
基金（貯金） 地方債（借金）

財政調整基金 ７億1324万6000円 総　　　務 44億3230万2000円

減債基金 ６億2227万1000円 衛　　　生 350万8000円

都市計画施設整備基金 ６億5926万2000円 農林水産業 ３億5116万7000円

地域福祉基金 1321万8000円 商　　　工 １億3000万0000円

庁舎整備基金 18億8720万4000円 土　　　木 ２億5270万2000円

学校施設整備基金 ９億7146万9000円 消　　　防 ４億9401万0000円

その他６基金 ２億2135万1000円 教　　　育 11億6952万7000円

国際交流推進基金 3320万0000円 災 害 復 旧 813万8000円

合　　計 51億2122万1000円 合　　　計 68億4135万4000円
※総務債には臨時財政対策債が41億9036万8000円含まれています。臨時財政対策債は、国が後年度の地方
交付税で全額措置することになっていますが、地方債の返済は必要になることから、減債基金などに一定
程度の残高を確保しておく必要があります。

教
育
長
の
任
命
同
意

人
権
擁
護
委
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の
推
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意

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

町民の負託に応えた各議員の賛否！
上程された議案等（概要）
賛成：○　　反対：×　　欠席：欠

※　神林秀治議員は議長のため採決に加わりません。

採　決　結　果
議
決
結
果

掲
載
ペ
ー
ジ

菅
谷
　
英
夫

小
池
　
哲
也

野
口
　
昌
宏

澤
畑
　
宏
之

加
藤
　
　
章

齋
藤
　
武
男

横
須
賀
忠
利

小
林
　
栄
治

神
林
　
秀
治

森
　
　
弘
子

野
中
　
昭
一

阿
久
津
信
男

人事案件
【議案第１号】 教育委員会教育長の任命同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 − × ○ ○ 原案同意 3

条例の一部改正
【議案第17号】 介護保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − × ○ ○ 原案可決 11

令和６年度予算
【修正案第１号】 一般会計予算に対する修正案 × ○ × × × × × × − × ○ × 修正案否決 4
【議案第31号】 一般会計予算議決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ × ○ 原案可決 4
【決議案第１号】 一般会計予算に対する附帯決議案 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ × ○ 附帯決議案可決 4
【議案第32号】 国民健康保険特別会計予算議決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − × ○ ○ 原案可決 11
【議案第33号】 後期高齢者医療特別会計予算議決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − × ○ ○ 原案可決 11
【議案第34号】 介護保険特別会計予算議決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − × ○ ○ 原案可決 11

追加議案
【追加議案第２号】児童館及び学童保育所設置条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − × ○ ○ 原案可決

賛否の分かれた議案のみ掲載
全議案の採決結果はこちら→
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今
後
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
が
さ
ら
に
進
む
も
の
と
予
測
さ

れ
て
お
り
、
併
せ
て
世
界
情
勢
の

不
安
定
化
、
気
候
変
動
等
に
伴
う

災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
、
出
口

の
見
え
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
町
民
は

不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
社
会
情

勢
に
お
い
て
、
町
の
財
政
基
盤
の

先
細
り
が
予
測
さ
れ
る
中
、「
子

ど
も
・
教
育
・
生
涯
学
習
分
野
」、

「
健
康
サ
ポ
ー
ト
分
野
」、「
魅
力
・

活
力
分
野
」、「
環
境
・
社
会
基
盤

分
野
」、「
安
全・安
心
分
野
」、「
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
」
の
目
標
達
成

の
た
め
、
将
来
を
見
据
え
た
変
革

と
推
進
あ
る
予
算
編
成
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
は
「
希
望
の
持
て

る
ま
ち
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い

く
」
た
め
、
経
営
者
と
し
て
の
手

腕
を
十
分
に
発
揮
し
、
剛
毅
果
断

に
行
政
課
題
と
向
き
合
い
将
来
を

見
据
え
た
変
革
と
推
進
を
図
る
こ

と
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
を

守
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

可決
原
案
全
て
を

令和６年度一般会計当初予算令和６年度一般会計当初予算
希望の持てるまちを希望の持てるまちを
　後世に引き継いでいく　後世に引き継いでいく

第424回議会定例会のあらまし

令和６年度　町政運営基本方針（抜粋）

　定例会は、２月29日から３月15日までの16日間で開催しました。
　議案等は、教育長の任命同意、農業委員会委員９名の任命同意、条例制
定１件、条例の一部改正12件、条例の廃止２件、令和５年度補正予算、令
和６年度当初予算、人権擁護委員の推薦同意、陳情２件、議員発議のほか、
最終日に追加提案を審議しました。
　一般質問は３名が行いました。（関連記事P16〜P19）

令和６年度当初予算　各会計別　総括表

会計区分 令和６年度 令和５年度 前年度予算額比較 伸び率

一般会計 106億8000万円 102億1000万円 ４億7000万円 4.6％

国民健康保険特別会計 24億4364万円 24億5037万円 △673万円 △0.3％

後期高齢者医療特別会計 ３億7818万円 ３億1593万円 6224万円 19.7％

介護保険特別会計 23億3637万円 23億7608万円 △3970万円 △1.7％

宝積寺駅西第一土地区画
整理事業特別会計 廃止 2094万円 皆減 皆減

公営企業会計

水道事業会計 ８億6329万円 ８億5914万円 414万円 0.5％

下水道事業会計 13億9262万円 13億4952万円 4309万円 3.2％

合　　　計 180億9411万円 175億8200万円 ５億1210万円 2.9％
※　公営企業会計の予算額は、収益的支出額+資本的支出額で記載しています。
※　表中の金額は１万円未満を切り捨てているため、合計欄および前年度予算額比較欄が一致しません。

３月
定例会

町長が表明！
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これからが真価問われる議会活性化

高根沢町議会の最高規範が可決成立

　令和４年６月定例会で設置された「議会活性化特別委員会」において、議長から諮
問された下記７項目について２年間にわたり調査・研究し、その結果を報告しました。
　提言した内容を踏まえ、実現に向けて真価が問われるスタートが切られました。
№ 調査・研究項目 結果の概要（主な要旨）

① 議会・議員活動のルール化

町民の代表として議会のあるべき姿や町民から求められているモラルなどについて検
討。議会議員政治倫理条例第４条の政治倫理基準に、下記５項目を追加
　・セクシャルハラスメント、その他人権侵害のおそれのある行為の禁止
　・議員の発言、情報発信は法令や確たる事実等に基づき行うこと
　・反社会的勢力等を利用し、利用され、又は関与しないこと
　・特定の新聞、雑誌又は機関誌の購読を強要しないこと
　・議員として行うべき職務を誠実に行うこと

② 議会基本条例の検討 全議員が同じ意識のもと、より一層議会としての責務を果たすことが町民の負託に応
える結果と考え、議会最上位のルールとなる基本条例を策定（下段参照）

③ 議会の通年会期制（通年議
会）の導入

導入している市の状況調査などを行い、研究の結果、現在の本議会定例会と臨時会が
円滑に行われていることから、現時点での通年制導入は必要ないと結論

④ 地方自治法第96条第２項
に定める議決事件の追加

地域経営計画は町の最上位計画であり、また、予算編成の基礎となっていることから、
議決をもって意思決定する必要があると考え、同計画の策定と変更を追加

⑤ 議会運営・活動の評価制度 議会基本条例の第20条で、条例の定めた議会や議員の活動の目的が達成されている
か４年に一度、一般選挙前に検証し、選挙後に引継ぎ、見直し検討を行う

⑥ 議員による町民相談会 議員が相談を受けても、解決に結びつけるのは難しいと予想されることから、カフェ・
ド・ギカイを充実させることで、町民の意見や困りごとを聞いていく

⑦ インターネット等と活用し
た議会ネット中継

現議場の設備のままでは対応できないので、新庁舎整備に合わせて導入できるよう、
新庁舎整備検討特別委員会と連携しながら、町へ整備の要望をしていく

　議会活性化特別委員会において、２年間にわたり検討してきた項目の中でも最
重要課題として位置付け、他市町の先進事例などに学び、慎重かつ丁寧に、さら
に活発な議論を重ねました。第424回定例会に議会活性化特別委員会が発議し、
「高根沢町議会基本条例」が全
員一致で可決、成立しました。
　その内容の根底にあるもの
は、「町民の負託に応える」「町
民との情報の共有化」「町民と
の信頼関係及び協働の精神」
です。これらを達成するため
に、決意を新たにし、高根沢
町らしい「結の心」をもって
邁
まい
進
しん
してまいります。

特
別
委
員
会
・
調
査
最
終
報
告

特
別
委
員
会
・
調
査
最
終
報
告

議
会
基
本
条
例
を
制
定

議
会
基
本
条
例
を
制
定

■前文
　議会は、町民に選ばれた議員で構成する町民の代表機関であり、二元
代表制の一翼として町民の負託に応える責務を有している。
　その責務を果たすため、議会は議会及び議員の機能及び果たすべき役
割を明らかにし、町民との情報の共有化を図り、最良の議会運営をしな
ければならない。
　地方分権一括法の施行により、正に地方公共団体の意思決定及び自己
責任の範囲は拡大しており、議会の果たすべき役割が問われてきている。
　このような状況下、私たちの暮らしは、今日、都市と地方との生活格
差、人口減少等の課題に直面しており、「結いの心」を持って活力ある
まちづくりを進めていくためには、町民との信頼関係及び協働の精神が
不可欠である。
　よって、これまで積み重ねてきた議会改革の取組をより
確かなものとし、「安心して暮らせる社会」、「より開かれ
た信頼される議会」及び「議会機能の充実」の実現を目指
すため、ここに高根沢町議会基本条例を制定する。

報告書はこちら

全文はこちら
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委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑

議
案
を
附
託
さ
れ
た
委
員
会
に
属
さ
な
い

議
員
か
ら
委
員
長
へ
の
質
疑

財
政
力
に
見
合
っ
た
庁
舎
整
備

財
政
力
に
見
合
っ
た
庁
舎
整
備

は
単
体
か
？
複
合
施
設
か
？

は
単
体
か
？
複
合
施
設
か
？

Q　ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会
で
新

庁
舎
整
備
事
業
に
対
し
、
修
正
案

の
検
討
を
し
た
と
の
報
告
だ
が
、

検
討
さ
れ
た
内
容
は
？

A　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
を

同
時
期
に
整
備
す
る
の
で
は
な
く
、

新
庁
舎
整
備
に
特
化
し
て
事
業
を

進
め
る
よ
う
、
費
用
を
減
額
し
て

は
と
の
意
見
の
も
と
修
正
案
が
検

討
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
議
員
で
は
事
業
費
の

積
算
が
難
し
く
、
執
行
部
に
新
庁

舎
分
の
み
の
積
算
資
料
を
提
出
し

て
も
ら
い
、
委
員
会
と
し
て
の
修

正
案
を
検
討
し
た
が
提
出
を
見
送

る
結
論
に
至
っ
た
。

何
故
？

何
故
？

　
強
行
な
対
応
を
？

　
強
行
な
対
応
を
？

Q　積
算
資
料
の
提
出
を
求
め
た
時
、

執
行
部
の
対
応
は
？

A　
会
議
を
一
時
休
憩
し
、
申
し
入

れ
を
行
っ
た
。

　
回
答
は
、
後
ほ
ど
と
さ
れ
た
の

で
会
議
を
再
開
し
た
と
こ
ろ
、
総

務
課
長
よ
り
議
長
、
正
副
委
員
長

の
３
人
で
総
務
課
ま
で
来
て
ほ
し

い
と
の
依
頼
が
あ
り
、
再
度
一
時

休
憩
と
し
て
向
か
い
、
副
町

長
室
に
案
内
さ
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
副
町
長
か
ら
新

庁
舎
単
体
の
積
算
資
料
を
渡

さ
れ
、
ま
た
、
修
正
案
が
出

さ
れ
れ
ば

①
　
新
庁
舎
と
複
合
施
設
は
、

一
緒
に
進
め
る
の
で
、

新
庁
舎
建
設
は
や
ら
な

い
。

②
　
新
庁
舎
建
設
を
止
め
る

の
は
議
会
の
せ
い
で
す
。

③
　
整
備
を
や
ら
な
く
な
っ

た
こ
と
は
議
会
が
住
民

に
説
明
を
。

と
、
併
せ
て
伝
え
ら
れ
た
。

総
括
質
疑

委
員
長
に
対
す
る
質
疑
で
は
足
り
な
い
場

合
に
行
う
町
長
等
へ
の
質
疑

町
長
の
考
え
に
納
得
い
か
ず

町
長
の
考
え
に
納
得
い
か
ず

Q　副
町
長
が
話
さ
れ
た
内
容
は
副

町
長
の
判
断
か
、
も
し
く
は
加
藤

町
長
の
指
示
だ
っ
た
の
か
？

A　
副
町
長
の
発
言
は
、
私
の
意
向

を
捉
え
て
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

私
の
判
断
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

●
修
正
案

提
出
議
員

　
野
中
昭
一
・
小
池
哲
也

趣
旨

　
庁
舎
整
備
で
は
、
国
か
ら
の
交

付
税
措
置
と
、
町
の
整
備
基
金
を

差
引
い
て
も
、
新
庁
舎
で
約
35
億

円
、
複
合
施
設
で
約
14
億
円
の
借

金
と
な
る
。
今
後
、
阿
久
津
中
学

校
大
規
模
改
修
と
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
も
予
定
し
て
お
り
、
町
財
政

を
考
え
る
と
、
新
庁
舎
整
備
の
み

に
軌
道
修
正
す
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
住
民
説
明
会
の
前
に
今

議
会
で
予
算
計
上
し
て
お
り
、
町

民
の
声
を
聴
か
ず
に
、
民
意
を
無

視
し
て
い
る
。

　
住
民
自
治
の
原
点
を
揺
る
が
す

状
況
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
修
正

案
を
提
出
す
る
。

議
決
結
果
　否
決

●
町
長
提
出
の
原
案

議
決
結
果
　可
決

●
附
帯
決
議
案

議
決
し
た
議
案
に
対
し
て
意
見
や
希
望
な

ど
を
表
明
す
る
も
の

提
出
議
員
　
菅
谷
英
夫
・
小
林
栄

治
・
横
須
賀
忠
利
・
阿
久
津
信
男

趣
旨

　
新
庁
舎
建
設
は
賛
成
だ
が
、
庁

舎
と
複
合
施
設
を
一
体
的
に
整
備

す
る
と
新
た
な
財
政
負
担
と
な
り
、

80
億
円
の
整
備
費
は
将
来
の
町
政

運
営
の
不
安
に
な
る
と
考
え
る
。

決
議
事
項

①
　
事
業
費
の
削
減
・
圧
縮
を
図

る
こ
と
。

②
　
整
備
内
容
、
財
源
確
保
策
、

返
済
年
次
計
画
を
示
し
、
町

民
の
理
解
・
協
力
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
、
説
明
会
、
広
報
等
を

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

③
　
事
業
内
容
、
事
業
費
の
変
更

等
や
、
事
業
経
過
に
つ
い
て

議
会
に
説
明
・
報
告
を
行
う

こ
と
。

議
決
結
果
　可
決

異
例
の
論
争
に
‼

ど
う
な
る
新
庁
舎
整
備

今
こ
そ

　住
民
自
治
の
原
点
に
立
て

町
の
運
営
は

　町
民
不
安
な
き
未
来
に

齋
藤
委
員
長

澤
畑
議
員

澤
畑
議
員

澤
畑
議
員

齋
藤
委
員
長

加
藤
町
長

町民広場

多くの声と様々な観点での議論を尽くすべきでは多くの声と様々な観点での議論を尽くすべきでは
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私もひとこ と私もひとこと私もひとこと

予防接種農業振興子育て支援

任意予防接種事業費
	 1149万円

　感染症予防および重症化予防
のため、任意の予防接種費用の
一部を助成します。
　本年度から、50歳以上の方等
を対象に「帯状疱疹」の予防接
種費用の一部を助成します。

【帯状疱疹予防接種は】
〇助成金額と回数
　・生ワクチン4000円（１回）
　・不活化ワクチン1万円

（２回まで）

議員のここチェック　

　「帯状疱疹」は、とても症状が
重く、後遺症も。助成制度は、本
当に嬉しいですね。

園芸振興事業費
	 1100万円

　園芸用パイプハウスなどの設
備を設置する農家や農業団体に、
資材費の一部を補助します。
　本年度から、パイプハウスの更
新やビニールの張替えなどを行う
場合も補助の対象になります。

【補助対象者や補助率は】
〇認定新規就農者や、新規就農
者など。補助率30％～70％（上
限200万円）。パイプハウスの
更新やビニールの張替えは
50％（上限50万円）

議員のここチェック　

　更新への補助はカフェ・ド・ギ
カイからの提言が実現したもの
です！

出産・子育て支援
オンライン化事業費
	 75万円

　「母子手帳アプリ」や「母子手
帳アプリオンライン予約サービ
ス」を運用することにより、妊娠・
子育て世帯の手続きの負担軽減、
利便性の向上を図ります。

【事業費は】
〇システムソフト使用料	 75万円

議員のここチェック　

　何でもスマホの時代で、子育
て中のパパ・ママの負担軽減に
一役！

　80歳までに３人に１人が感染
するといわれる帯状疱疹です
が、怖いのは身体のどこにでも
できること（目や耳にも）だけ
ではなく、約２割の人に後遺症
が残るという事実です。
　待ちに待った助成金の決定を
受け、感謝の気持ちでいっぱい
です。

　園芸振興事業費の助成金が
なければ増設しなかったと思い
ます。農業者や新規就農者には
重要かつ絶対必要な補助事業
です。特に担い手になるような
新規就農者の入り口、そして資
金面でのハードルを下げるきっ
かけとなるよう、今後も続けて
いただきたいと思います。

　児童館で、このアプリを教え
てもらいました。つぎつぎカー
ドの表示だけでなく、子育て事
業の予約もできると知り、フッ
素塗布の予約に利用しました。
詳細の確認も手軽にできて良
かったです。予防接種や身長体
重の記録などもできるので、こ
れからも活用したいです。

帯状疱疹の助成を
待ち望んでいた
山
やま

岸
ぎし

 真
ま

理
り

 さん

助成を受けて
事業を実施した
小
お

川
がわ

 智
とも

也
や

 さん

乳幼児サークル
さくらんぼ代表

齋
さい

藤
とう

 真
ま

美
み

子
こ

 さん
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６
年
度
の
目
玉
事
業
に

町
民
の
率
直
な
声
は
！

令
和
６
年
度
事
業
の
中
か
ら
、
特
に
11
の
事
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

そ
の
事
業
内
容
と
町
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
や
感
想
、
ご
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

安心・安全な暮らしの実現と
住み続けたいと思える
町づくりに向けて

私 も ひ と こ と私 も ひ と こ と

自主防災英語力向上

自主防災組織育成事業費
	 489万円

　地域の防災力向上に向け、自主
防災組織が活動するための資機材
の購入費・訓練費を補助します。
　本年度は、防災士資格取得を
推進するため、防災士養成研修
講座を本町を会場に実施します。

【事業費の内容は】
〇自主防災組織活動支援補助
	 170万円（初回上限50万円）
〇防災士研修養成講座委託料
	 319万円

議員のここチェック　

　本町で防災士養成研修講座開
催。大いなる期待！

英語力向上推進事業費
	 2885万円

　児童生徒の外国語能力や学習意
欲の向上、国際理解の推進に向け、
小中学校にALT（外国語指導助
手）５人、小学校にJTE（日本人
英語指導者）２人を配置します。
　本年度から、中学生の英語検
定受験料を助成します。

【事業費は】
〇外国語指導委託料・
　指導助手報酬等	 2780万円
〇英語検定料助成額	 104万円

議員のここチェック　

　英会話をマスターして、世界
に羽ばたこう！

　身近な生活の中に「防災」と
いうキーワードを溶け込ませる
ことが「減災」に繋がります。
防災士は、そのお手伝いができ
ます。社会の防災意識の向上に
伴い、防災士の評価と期待は
年々高まってきています。今年、
資格を取得して地域の減災に貢
献してみませんか。

　北高根沢中学校には、オース
トラリア出身のマット（Matt）
先生がALTとして勤務していま
す。明るく、穏やかな性格から
生徒たちに信頼されています。
授業では、様々な知識を楽しく
教えてくださり、英語に抵抗な
く、積極的に会話をする生徒た
ちが育っています。

防災士として
活動する

阿
あ

久
く

津
つ

 守
もり

正
まさ

 さん

北高根沢中学校
英語科教員

赤
あか

川
がわ

 龍
りゅう

希
き

 さん
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私もひとこと私もひとこと 私もひとこ と

公共交通対策国際交流 安心・安全

人にやさしい
ユニバーサルデザイン
タクシー整備事業費	60万円

　障害の有無や年齢などにかか
わらず、気軽に移動できる公共
交通としてユニバーサルデザイ
ンタクシーの導入費用を助成し
ます。

【補助内容は】
〇補助率は、車両本体価格など
対象経費の1/6以内で、上限は
１台あたり30万円です。

議員のここチェック　

　さまざまな方が利用しやすい
タクシーが普及するのは、嬉し
いことです！

中学生海外派遣事業費
	 600万円

　次代を担う中学生を海外に派
遣します。異国の自然・文化・伝
統に接し、現地の人々との交流
を通して相互理解を深め、国際
感覚を持つ心豊かな成長につな
げます。

【実施主体は】
〇中学生海外派遣事業実施委員会
☆新型コロナウイルス感染症予
防のため、４年間中止してい
た事業が復活しました。

議員のここチェック　

　現地の人たちと交流し、国際
感覚を身に着けて！

消防ポンプ自動車
整備事業費	 2492万円

　導入から20年を経過し老朽化
した消防ポンプ車１台（第３分
団配備）を更新します。
　消防団員が消防ポンプ自動車
（3.5トン以上）の運転に必要な
準中型免許の取得費用を補助し
ます。

【事業費の内容は】
〇消防ポンプ自動車購入費
	 	 2442万円
〇準中型免許取得補助	 50万円

議員のここチェック　

　3.5トン未満の消防ポンプ車の
配備も検討する時期ではないで
しょうか？

　障害がある方の移動が気軽に
できるよう、国の政策に沿って、
平成25年より国の補助を得てユ
ニバーサルデザイン車を導入しま
した。
　現在、利用する方が増え依頼
に応えられないケースが多くなりま
したので、１両増やしサービスの
向上に努めたいと思っています。

　コロナ禍で中止になっていた
中学生海外派遣事業が再開され
ること嬉しく思います。
　実践的な英語コミュニケー
ション能力の向上により、現地
同世代の生徒との交流を通じて
生活習慣・異文化を直接体験し、
友好を深めて、体験で学んだこ
とを在籍校に広く伝えて欲しい。

　日頃から消防活動にご理解と
ご協力を頂き、ありがとうござ
います。ポンプ車の更新に対し
て重ねて感謝を申し上げます。
本車両の出動の機会が無いこと
が一番ですが、有事の際には、
町民の皆様の生命と財産を守る
ために団員一丸となって消防活
動に尽力いたします。

タクシー会社を
経営する

束
つか

原
はら

 正
まさ

記
き

 さん

高根沢町
国際交流協会長
杉
すぎ

本
もと

 渡
わたる

 さん

高根沢町消防団
第３分団長

齋
さい

藤
とう

 昌
まさ

彦
ひこ

 さん
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私もひとこと私 も ひ と こ と私 も ひ と こ と

健康管理熱中症対策体力づくり

後期高齢者糖尿病性腎症
重症化予防事業費
	 482万円

　後期高齢者の腎不全、人工透
析への移行を防止するため、糖
尿病性腎症などで通院する方の
中で、重症化するリスクの高い
方に対して保健師や専門職員が
保健指導します。

【事業費は】
〇糖尿病性腎症重症化予防委託費
	 482万円

議員のここチェック　

Ｑ　糖尿病性腎症重症化予防事
業の該当者は何人？
Ａ　住民課長
　令和４年度の国保事業の実績
では、リスクのある117人に通知
を発送している。

熱中症対策事業費
	 600万円

　熱中症対策のため、中学校の
体育館に冷風機を設置します。

【事業費と実施内容は】
〇気化熱冷風機を、阿久津中学校
新体育館２台・旧体育館１台、
北高根沢中学校体育館２台

議員のここチェック　

Ｑ　気化熱冷風機の性能は、検
証した結果なのか？
Ａ　学校教育課長
　導入には他で活用している事
例を調査した。サイズが大きく
風量も強い機器を導入して効果
を確認していきたい。

体力づくりスポーツ事業費
	 72万円

　個々の体力づくり・健康づく
りのきっかけとなるよう、ラジ
オ体操やウォーキングへの取り
組みを進めます。
　国民体育大会のレガシーを継
承し、子どもから高齢者まで幅
広い世代が楽しめるペタンクの
普及を進めるため、自治公民館
に用具を貸し出します。

【主な事業費は】
〇ペタンク用具などの消耗品購入費
	 48万円

議員のここチェック　

　ペタンクをやってみました！
　おもしろい！　奥が深い！

　糖尿病は初期段階では自覚
症状が現れない場合も多く、生
活習慣を改善しないと気付かな
いうちに重症化してしまう恐れ
があります。保健指導を通して、
健診や適切な治療へとつなげ、
皆さんの健やかな生活の一助に
なると嬉しいと感じています。

　熱中症の危険と対策が叫ば
れる中での授業や部活動でし
た。休憩や給水で凌いできまし
たが、対策には限界もありまし
た。今回の冷風機設置は、安全
面から、授業や部活動の効率の
面で大変有り難く思い、今後な
お一層健康、安全に留意し、活
動に励んで参ります。

　栃木国体でオープン競技と
なったペタンクは、高根沢町を
会場に行われました。これを
きっかけに、高根沢町にペタン
クを広めていきたいと思ってい
ます。幅広い年齢層で楽しむこ
とができ、一度体験すると魅力
にはまります。ぜひ体験してく
ださい。

保健指導にあたる
町の保健師

茂
も

呂
ろ

 美
み

佳
か

 さん

阿久津中学校
保健体育科教員
小
こ

林
ばやし

 哲
てつ

 さん

県ペタンク･ブール連盟理事、
日本ペタンク･ブール

Ｃ級審判員
戸
と

井
い

田
だ

 和
かず

明
あき

 さん

第
４
２
４
回
定
例
会

令
和
６
年
度
予
算

委
員
会
審
査
日
常
調
査
奨
励
賞・義
援
金
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

議
会
活
性
化
・

議
会
基
本
条
例
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る
条
例
の
廃
止

委
員
会
審
査
結
果

　
全
員
一
致
ま
た
は
賛
成
多
数
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

【
陳
情
の
趣
旨
】

　
外
国
人
は
出
国
時
に
脱
退
一
時

金
を
請
求
で
き
、
再
び
入
国
や
在

留
す
る
場
合
に
お
い
て
、
貧
困
等

で
生
活
で
き
な
い
時
、
生
活
保
護

の
対
象
と
な
る
。
わ
が
国
の
こ
の

よ
う
な
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る

も
の
。

委
員
会
審
査
結
果

　
全
員
一
致
で
継
続
審
査
と
す
べ

き
も
の
と
決
定

申
請
や
取
得
へ
の
支
援
内
容
は
？

Ａ 

住
民
課
長

　
施
設
入
所
者
な
ど
カ
ー
ド
の
取

得
に
支
援
が
必
要
な
方
に
は
、
行

政
書
士
等
が
代
理
申
請
、
代
理
受

領
が
で
き
る
他
、
郵
便
局
で
申
請

手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

〇
令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
・
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算
・
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

〇
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
・
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

委
員
会
審
査
結
果

　
全
員
一
致
ま
た
は
賛
成
多
数
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

〇
高
根
沢
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正

〇
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

し
て
い
な
い
た
め
、
生
徒
の
安
全

面
を
考
慮
し
、
早
期
の
改
修
は
必

要
と
考
え
る
。

公
立
保
育
園
の
運
営

Ｑ
公
立
保
育
園
の
今
後
の

あ
り
方
は
？

Ａ 

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
い
ざ
災
害
が
起
き
た
際
の
子
ど

も
の
預
か
り
な
ど
、
状
況
に
応
じ

た
対
応
が
可
能
な
の
で
、
残
す
方

向
で
検
討
し
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

Ｑ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
の
運
営
費
で
、

英
語
検
定
試
験
検
定
料
の
助
成

Ｑ
令
和
６
年
度
か
ら
始
ま

る
中
学
生
へ
の
英
語
検

定
受
検
料
の
助
成
額
は
？

Ａ 

学
校
教
育
課
長

　
中
学
生
の
英
語
力
向
上
に
向
け

て
、
年
に
１
回
を
限
度
と
し
て
、

受
検
料
を
全
額
助
成
す
る
。

阿
久
津
中
学
校
の
大
規
模
改
修

Ｑ
阿
中
の
工
事
は
概
算
で

18
億
円
も
の
費
用
が
か

か
り
、
将
来
の
中
学
校
の
統
合
を

考
慮
す
る
と
妥
当
な
の
か
？

Ａ 

学
校
教
育
課
長

　
令
和
７
年
度
か
ら
３
か
年
事
業

で
約
20
億
円
の
経
費
を
想
定
し
て

い
る
。
今
ま
で
大
規
模
な
改
修
を

令
和
６
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

そ
の
他
の
会
計
予
算

条
例
の
改
正
・
廃
止

陳
情
審
査

「
年
金
制
度
に
お
け
る
外
国
人
へ

の
脱
退一時
金
の
是
正
を
求
め
る

意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
」

第424回定例会
くらしづくり
委員長報告全文

主
な
質
疑

くらしづくり常任委員会　審査報告

阿久津中学校の改修工事等の予算を審査
議会に上程された36議案のうち９議案と陳情１件が当委員会に

付託され審査が行われました

主
な
歳
出
は
予
算
特
集

（
Ｐ
６
～
９
）
に
掲
載

大規模改修で安全な学校環境を（阿中校舎）

第
４
２
４
回
定
例
会

令
和
６
年
度
予
算

委
員
会
審
査
日
常
調
査
奨
励
賞・義
援
金
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

議
会
活
性
化
・

議
会
基
本
条
例

11 議会だより たかねざわ（2024・４月号）

〇
上
下
水
道
審
議
会
条
例
の
制
定

〇
地
域
づ
く
り
推
進
基
金
条
例
の

廃
止

委
員
会
審
査
結
果

　
全
て
の
議
案
が
、
全
員
一
致
ま

た
は
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定

【
陳
情
の
要
旨
】

　
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
で
起
き
た
問

題
に
対
し
、
町
と
議
会
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
信
頼
回

復
に
重
要
で
あ
る
。

委
員
会
審
査
結
果

　
町
お
よ
び
議
会
で
は
、
既
に
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、
趣

旨
採
択
と
決
定

住
民
の
意
見
を
聴
い
て
か
ら

予
算
計
上
す
る
べ
き
で
は

Ｑ
現
在
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
募
集
し
、
３
月

23
、
24
、
25
日
に
は
住
民
説
明
会

を
開
催
す
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
と
住
民
説
明
会
に
お
け
る
住

民
の
意
見
を
よ
く
聴
い
て
、
そ
れ

を
計
画
に
反
映
さ
せ
て
か
ら
議
案

を
提
出
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
？

Ａ 

新
庁
舎
整
備
課
長

　
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
住
民
説
明
会

に
お
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら

頂
い
た
ご
意
見
等
を
参
考
に
、
内

容
を
精
査
し
た
う
え
で
策
定
し
て

い
く
。

〇
令
和
６
年
度
水
道
事
業
会
計
予

算
・
下
水
道
事
業
会
計
予
算

〇
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
・

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

基
金
や
関
連
す
る
補
助
金
、
交
付

税
措
置
が
あ
る
有
利
な
地
方
債
な

ど
を
活
用
す
れ
ば
財
政
運
営
上
可

能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

新
庁
舎
を
優
先
し
て
は

Ｑ
早
急
に
整
備
が
必
要
で

優
先
順
位
が
高
い
の
は

新
庁
舎
建
設
事
業
。
陸
上
競
技
場

や
野
球
場
、
駐
車
場
等
を
活
用
す

れ
ば
、
町
民
広
場
内
の
建
物
を
解

体
す
る
こ
と
な
く
、
新
庁
舎
を
建

設
で
き
る
の
で
は
な
い
か
？

Ａ 

新
庁
舎
整
備
課
長

　
陸
上
競
技
場
や
野
球
場
は
手
を

加
え
ず
と
も
使
用
可
能
な
施
設
で

あ
る
た
め
、
壊
し
て
新
庁
舎
を
整

備
す
る
と
い
う
想
定
は
な
い
。

○
町
税 

40
億
８
３
６
５
万
円

○
地
方
交
付
税

 

13
億
３
０
０
０
万
円

80
億
円
の
莫
大
な
事
業
費

Ｑ
新
庁
舎
と
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
複
合
施
設
の
整
備
費

用
を
合
わ
せ
る
と
約
80
億
円
と
い

う
莫
大
な
事
業
費
。
こ
れ
か
ら
阿

久
津
中
学
校
大
規
模
改
修
や
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
な
ど
の
大
き

な
事
業
を
控
え
て
い
る
が
、
本
町

の
財
政
運
営
上
本
当
に
可
能
な
の

か
？Ａ 

新
庁
舎
整
備
課
長

　
庁
舎
と
学
校
施
設
の
整
備
は
、

そ
れ
ぞ
れ
基
金
を
も
っ
て
お
り
、

まちづくり常任委員会　審査報告

80億円の新庁舎整備に質疑集中！
議会に上程された36議案のうち８議案と陳情１件が当委員会に

付託され審査が行われました

令
和
６
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

そ
の
他
の
会
計
予
算

条
例
の
制
定
・
廃
止

主
な
歳
入

陳
情
審
査

「
道
の
駅
た
か
ね
ざ
わ
元
気

あ
っ
ぷ
む
ら
」に
関
す
る
陳
情

第424回定例会
まちづくり
委員長報告全文

主
な
質
疑

主
な
歳
出
は
予
算
特
集

（
Ｐ
６
～
９
）
に
掲
載

築61年目を迎え老朽化した現庁舎

第
４
２
４
回
定
例
会

令
和
６
年
度
予
算

委
員
会
審
査
日
常
調
査
奨
励
賞・義
援
金
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

議
会
活
性
化
・

議
会
基
本
条
例
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・
サ
ロ
ン
を
新
設
す
る
際
は
、
地

元
の
ニ
ー
ズ
を
よ
く
考
え
て
検

討
す
る
こ
と
。

・
サ
ロ
ン
の
活
動
の
際
は
、
交
通

事
故
等
に
遭
う
可
能
性
を
考
慮

し
て
活
動
す
る
こ
と
。

・
生
活
支
援
協
議
体
の
区
割
り
の

見
直
し
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
。

・
こ
の
事
業
の
実
現
に
向
け
て
、

町
民
に
わ
か
り
や
す
く
周
知
を

図
る
こ
と
。

・
町
職
員
全
員
が
自
ら
意
識
改
革

を
し
て
い
く
こ
と
。

・
全
公
用
車
の
Ｅ
Ｖ
車
に
転
換
し

て
い
く
こ
と
。

最
終
報
告
を
も
と
に
町
に
提
言

　
令
和
４
年
度
・
５
年
度
の
、
２

年
に
渡
っ
て
調
査
し
た
内
容
に
基

づ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
提
言
を

ま
と
め
、
町
に
提
出
し
ま
し
た
。

・
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
、
細

心
の
注
意
と
共
に
、
よ
り
個
別

化
と
情
報
共
有
を
行
う
こ
と
。

・
物
価
高
騰
へ
の
支
援
策
を
検
討

す
る
こ
と
。

・
地
産
地
消
を
今
後
も
推
進
す
る

こ
と
。

・
児
童
生
徒
の
声
に
耳
を
傾
け
、

献
立
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
た

新
し
い
学
び
の
あ
り
方
や
、
発

達
障
害
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ

の
対
応
な
ど
、
新
し
い
課
題
に

対
す
る
調
査
・
検
討
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
。

・「
ひ
よ
こ
の
家
」
の
老
朽
化
に
対

応
す
る
た
め
、
新
設
ま
た
は
移

転
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

く
こ
と
。

くらしづくり常任委員会　日常調査 最終報告

学校給食の充実・不登校問題
地域サロンの充実・ゼロカーボンシティの推進

老朽化が心配される「ひよこの家」を視察

先進的な取り組みを視察（笠間市役所）

学
校
給
食
の
充
実

不
登
校
問
題

地
域
サ
ロ
ン
の
充
実

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
推
進

期  日 活  動  内  容
令和4年5月24日, 6月21日, 7月7日 日常調査活動計画の検討

7月20日 学校給食センター長等から給食センターの実情の聴取
8月  8日 つながる絆あくつ協議体会議の実情調査（福祉センター）
8月10日 北高くらし支えあい協議体会議の実情調査（　〃　）
8月22日 第1層生活支援協議体会議の実情調査（　〃　）

12月20日 那須塩原市共英学校給食共同調理場行政視察
施設整備および学校給食の献立等についての先進事例調査

令和5年1月22日 宝石台ふれあいサロンの実情調査（エコハウス）
1月25日 「ひよこの家」実情調査と中野兼作氏による現状説明
6月23日 地域の見守り強化について社会福祉協議会職員から聴取

７月12日 ゼロカーボン事業について環境課職員より説明を受ける
10月  2日 ゴミの軽量化について環境課職員から説明を受ける
10月24日 ゼロカーボン先進事例視察（茨城県笠間市役所）

令和6年1月17日 日常調査のまとめ

くらしづくり委員会の活動内容

くらしづくり
日 常 調 査
最終報告全文

・
こ
の
事
業
の
趣
旨
を
イ
メ
ー
ジ

化
さ
せ
た
ロ
ゴ
の
作
成
と
、
そ

の
ロ
ゴ
を
表
記
し
た
エ
コ
バ
ッ

ク
の
作
成
・
販
売
を
行
う
こ
と
。

・
新
庁
舎
に
Ｅ
Ｖ
車
の
充
電
ス
テ

　
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
。

・
住
宅
用
太
陽
光
発
電
・
蓄
電
シ

ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金
を
継
続

す
る
こ
と
。

第
４
２
４
回
定
例
会

令
和
６
年
度
予
算

奨
励
賞・義
援
金
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

議
会
活
性
化
・

議
会
基
本
条
例

日
常
調
査

委
員
会
審
査
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本
町
に
お
い
て
も
、
自
治
会
連

合
会
が
主
体
と
な
り
、
宮
パ
ス
や

さ
く
ら
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
と
同
様
の
制
度

導
入
に
向
け
、
商
工
会
の
協
力
を

得
て
参
加
店
舗
を
募
り
、
行
政
区

に
加
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
の
理
解
を

得
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
会
が
取
り
組
む
仮
称
「
た
か

ね
ざ
わ
パ
ス
」
導
入
に
向
け
て
、

カ
ー
ド
作
成
等
の
費
用
負
担
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
構
築
等
の
事
務
を
担
う

な
ど
、行
政
区
に
加
入
す
る
メ
リ
ッ

ト
の
理
解
を
得
る
た
め
の
取
り
組

み
を
支
援
し
、
行
政
区
加
入
率
減

少
の
歯
止
め
対
策
を
積
極
的
に
行

う
こ
と
を
提
言
し
ま
す
。

１
．
調
査
の
目
的

　
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
は
、

自
治
会
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
が
、
自
治
会
加
入
者
の
退

会
が
増
加
し
て
お
り
、
原
因
究
明

と
自
治
会
の
在
り
方
の
調
査
・
研

究
を
進
め
ま
し
た
。

２
．
調
査
内
容

　
町
自
治
会
連
合
会
役
員
と
の
懇

談
会
に
よ
り
現
状
を
確
認
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
さ
く
ら
市
の
取
り

組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
さ
く
ら
市
で
は
、
宇
都
宮
市
の

「
宮
パ
ス
」
に
よ
る
自
治
会
加
入
策

を
参
考
に
、さ
く
ら
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
（
自

治
会
加
入
世
帯
が
商
業
施
設
や
割

引
や
特
典
な
ど
の
優
待
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
カ
ー
ド
）
を
活
用

し
、
加
入
者
に
特
典
を
も
た
ら
す

制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

３
．
町
へ
の
提
言

　
さ
く
ら
市
が
中
心
と
な
り
区
長

会
、
商
工
会
が
協
力
・
連
携
、
市

職
員
が
事
務
を
担
っ
て
お
り
、
費

用
も
市
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

３
．
町
へ
の
提
言

　
当
町
に
お
い
て
も
思
川
駅
周
辺

と
類
似
し
た
市
街
化
調
整
区
域
お

よ
び
農
業
振
興
地
域
内
に
JR
駅
や

農
地
が
点
在
し
て
い
る
地
域
が
あ

り
ま
す
。
土
地
利
用
の
見
直
し
に

必
要
な
、
住
民
意
向
調
査
・
駅
周

辺
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
・
各

種
計
画
・
必
要
な
組
織
を
町
主
体

で
立
ち
上
げ
、
地
域
の
賛
同
を
得

て
住
宅
地
等
の
開
発
に
取
り
組
み
、

地
域
の
活
性
化
、
町
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
提
言
し
ま
す
。

１
．
調
査
の
目
的

　
高
根
沢
町
が
安
定
し
た
発
展
を

遂
げ
る
た
め
に
は
、
土
地
利
用
の

見
直
し
が
緊
急
の
課
題
で
す
。
本

町
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
土
地

利
用
が
望
ま
し
い
の
か
、
調
査
・

研
究
を
進
め
ま
し
た
。

２
．
調
査
内
容

　
都
市
計
画
法
と
高
根
沢
町
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
説
明
を

受
け
、
小
山
市
思
川
駅
北
口
周
辺

地
区
の
土
地
利
用
の
見
直
し
に
つ

い
て
現
地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
視
察
目
的
】

　
市
街
化
調
整
区
域
、
農
業
振
興

地
域
に
交
通
拠
点
型
の
地
区
計
画

を
策
定
し
、住
宅
地
の
開
発
を
行
っ

た
経
過
等
に
つ
い
て
の
調
査

【
視
察
で
確
認
し
た
こ
と
】

　
小
山
市
は
、
思
川
駅
北
口
周
辺

開
発
整
備
事
業
に
取
り
組
み
、
市

街
化
調
整
区
域
お
よ
び
農
業
振
興

地
域
内
の
思
川
駅
北
口
周
辺
の
宅

地
造
成
を
行
い
、
全
区
画
の
分
譲

を
完
成
さ
せ
、
地
域
の
活
性
化
、

市
の
発
展
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

まちづくり常任委員会　日常調査 最終報告

土地利用の見直し・自治会加入推進
令和４年５月から２年間にわたり検討をかさね、町に提言しました

土
地
利
用
の
見
直
し

自
治
会
加
入
推
進

まちづくり委員会の活動内容
期日 活動内容

令和4年7月20日 日常調査の今後の活動計画検討
8月17日 土地利用見直しの研修
8月31日 町自治会連合会役員との懇談会

11月21日 土地利用見直しの研修
令和5年5月23日 日常調査の今後の進め方検討

6月29日 小山市思川駅北口駅前地区視察
8月2日 日常調査の今後の進め方検討

令和6年1月26日 さくらPASS の運用視察

市職員のサポートが大きい「さくらPASS」

まちづくり
日 常 調 査
最終報告全文

第
４
２
４
回
定
例
会

令
和
６
年
度
予
算

奨
励
賞・義
援
金
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

議
会
活
性
化
・

議
会
基
本
条
例

委
員
会
審
査
日
常
調
査
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史
は
４
０
０
年
も
前
か
ら
。
な
ん

と
関
ケ
原
の
合
戦
の
前
に
遡
さ
か
の
ぼる
！

　
朝
鮮
半
島
か
ら
主
君
と
共
に
帰

国
す
る
際
、
医
師
で
あ
る
宇
津
氏

は
朝
鮮
に
伝
わ
っ
て
い
た
、
麝じ
ゃ
香こ
う
、

牛ご

黄お
う
な
ど
を
材
料
と
す
る
、
様
々

な
漢
方
薬
の
知
識
を
学
び
日
本
に

持
ち
帰
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
知
識
を
も
と
に
、
人
々
の

た
め
の
施
薬
と
し
て
「
お
薬
」
が

作
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
当
時
、
薬
は
高
価
な
も
の
で
、

庶
民
に
は
手
の
届
か
な
い
も
の
で

　
１
８
７
６
年
（
明
治
９
年
）、
宇

津
家
は
、
上
高
根
沢
西
根
郷
に
す

で
に
開
い
て
い
た
手
習
い
塾
を
発

展
さ
せ
私
立
の
小
学
校
を
設
立
。

地
元
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
公
立
小
学

校
が
で
き
る
20
年
も
前
で
し
た
。

　
宇
津
家
は
医
療
だ
け
で
な
く
高

根
沢
の
教
育
に
お
い
て
も
、
大
き

く
貢
献
し
て
き
た
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。

し
た
が
、
宇
津
家
は
無
償
で
薬
を

配
り
、「
万
能
薬
」
と
し
て
多
く
の

人
々
に
感
謝
さ
れ
、
そ
の
名
が
広

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
一
橋
家
と
言
え
ば
、
最
後
の
将

軍
、
徳
川
慶
喜
公
を
思
い
浮
か
べ

ま
す
が
、
宇
津
家
は
慶
喜
公
の
生

ま
れ
る
は
る
か
前
か
ら
、
一
橋
徳

川
家
と
は
関
係
が
あ
り
ま
し
た
。

　
宇
津
家
は
１
６
８
８
年
（
元
禄

元
年
）
す
で
に
こ
の
地
の
名
主
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
上
高
根
沢

村
が
18
世
紀
半
ば
に
一
橋
徳
川
家

の
領
地
と
な
っ
た
こ
と
で
、
１
７

４
７
年
（
延
享
４
年
）
に
「
御
領

主
一
橋
公
に
金き
ん
匱き

救
命
丸
献
上
」

と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
、
東
京
か
ら
地
元
高
根
沢

町
に
本
社
を
移
転
さ
れ
た
、
宇
津

救
命
丸
株
式
会
社
。
小
学
校
の
郷

土
資
料
集
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
、

そ
の
長
い
歴
史
と
高
根
沢
町
と
の

つ
な
が
り
つ
い
て
、
代
表
取
締
役

会
長
の
宇
津
善
博
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　
宇
津
家
は
、
下
野
国
の
国
主
で

あ
っ
た
宇
都
宮
氏
に
医
師
と
し
て

仕
え
て
い
ま
し
た
。
豊
臣
秀
吉
の

命
に
よ
る
朝
鮮
出
兵
の
際
に
は
、

宇
都
宮
氏
も
出
兵
し
、
主
君
に
従

っ
て
宇
津
氏
も
朝
鮮
半
島
に
渡
っ

た
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
宇
都

宮
氏
は
没
落
し
、
宇
津
氏
は
主
君

を
失
い
、
１
５
９
７
年
（
慶
長
２

年
）
上
高
根
沢
西
根
郷
に
帰
農
土

着
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
高
根
沢
に
お
け
る
宇
津
家
の
歴

歴史探訪

秀吉の朝鮮出兵と関係あり？
高根沢町と宇津救命丸

ちょっとブレイク

豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
に

参
加
し
た
っ
て
ホ
ン
ト
！

薬
が
作
ら
れ
た
由
来
は
？

私
立
宇
津
小
学
校
の
設
立
！

　一ひ
と
つ
ば
し
橋
徳
川
家
と
の
関
係
は
？
　

無
償
で
薬
を
供
与
！

宇津　善博 氏

屋敷前の堀や入口の松は、今も残り
歴史的たたずまいを継承している宇津家

野州上高根沢村西根郷宇津権右衛門屋敷之図（※２）

宇
津
救
命
丸
ポ
ス
タ
ー（
※
１
）

宇津小学校の卒業証書

　（
※
１
）（
※
２
）は
、「
高
根
沢
町

図
書
館
高
根
沢
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
か
ら
転
載
。
ま
た
、「
高

根
沢
町
史
編
通
史
Ⅰ
」
の
「
第
４

章
近
世
第
８
章
第
２
節	

家
伝
薬
救

命
丸
」
等
は
二
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

第
４
２
４
回
定
例
会

令
和
６
年
度
予
算

委
員
会
審
査
日
常
調
査
奨
励
賞・義
援
金
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

議
会
活
性
化
・

議
会
基
本
条
例

ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク
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　審
査
講
評

町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
委
員
長	

芳
野
　
政
明	

氏

　
当
初
予
算
の
記
事
は
、
ど
の
事

業
に
、
い
く
ら
使
う
の
か
が
伝
わ

り
ま
す
。
事
業
ご
と
に
期
待
す
る

住
民
の
声
は
、
住
民
視
点
が
加
わ

り
、
住
民
の
声
を
大
切
に
す
る
議

会
姿
勢
が
伝
わ
り
、
紙
面
表
現
も

上
手
。
委
員
会
調
査
中
間
報
告
は
、

簡
潔
に
整
理
さ
れ
て
わ
か
り
や
す

い
。
調
査
項
目
は
、
地
域
の
課
題

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。「
カ

フ
ェ
・
ド
・
ギ
カ
イ
」
も
多
数
の

住
民
登
場
が
あ
り
好
企
画
で
す
。

議
会
が
、
地
域
の
課
題
に
向
き
合

う
姿
勢
、
存
在
感
が
伝
わ
り
ま
す
。

　広
報
委
員
コ
メ
ン
ト

　
議
会
だ
よ
り
作
成
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
取
材
等
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
の
受
賞
を
励
み
に
、

よ
り
分
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す

い
「
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
、

委
員
一
同
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
優
秀
賞
に
は
３
紙
、
優
良
賞
は

５
紙
、
奨
励
賞
８
紙
が
選
考
さ
れ

ま
し
た
。

　審
査
選
考

　「
奨
励
賞
」
は
、
入
選
に
は
及
ば

な
い
も
の
の
、
次
回
コ
ン
ク
ー
ル

で
の
入
選
に
向
け
て
、
一
層
の
研

鑽
を
奨
め
る
た
め
の
賞
と
し
て
、

「
企
画
・
構
成
」、「
編
集
・
デ
ザ
イ

ン
」、「
言
語
・
文
章
」
の
各
部
門

か
ら
の
選
考
で
、
高
根
沢
町
議
会

は
「
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
」
の
部
門

で
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会
が
主
催

す
る
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
は
、「
議
会

広
報
」
が
住
民
と
議
会
と
の
意
思

疎
通
を
図
り
、
広
報
の
編
集
技
術

の
向
上
と
紙
面
の
充
実
を
目
指
し

て
、
毎
年
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
全
国
３
０
０

町
村
議
会
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、

本
町
の
「
議
会
だ
よ
り
た
か
ね
ざ

わ
№
１
６
４
号
」
が
「
奨
励
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
は
、
埼
玉
県
寄
居
町

議
会
で
通
算
６
度
目
の
受
賞
。

受賞した№164号

町
民
と
議
会
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
の

「
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
ま
す

能
登
半
島
地
震
に
よ
る

被
災
地
に
想
い
を
寄
せ
て

志
賀
町
に
義
援
金
を
送
る

　
２
０
２
４
年
１
月
１
日
16
時
10

分
ご
ろ
に
発
生
し
た
石
川
県
能
登

地
方
を
震
源
と
す
る
地
震
は
、
最

大
震
度
７
を
記
録
し
、
能
登
半
島

地
域
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。

　
本
町
は
、
全
国
の
約
40
自
治
体

首
長
が
集
う
「
さ
さ
つ
な
自
治
体

協
議
会
」
に
参
加
し
、
地
域
を
超

え
た
自
治
体
間
で
の
災
害
支
援
協

定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
栃
木
県
内
で
は
、
上
三
川
町
、

益
子
町
、
塩
谷
町
と
共
に
志
賀
町

と
災
害
支
援
協
定
を
結
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
食
料
な
ど
の
支
援
物

資
を
送
り
ま
し
た
。

　
町
議
会
と
し
て
も
、
被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
い
、

全
議
員
の
賛
同
に
よ
り
、
志
賀
町

へ
義
援
金
（
12
万
円
）
を
送
金
し

ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
災
害
で
犠
牲
と
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
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奨励賞を受賞！
健　　康都市整備

後期高齢者歯科健康診査
事業費	 ４１万円

　後期高齢者の口腔機能低下を
予防し、健康の保持を図るため、
前年度に75歳・80歳・85歳に到
達した方に対し、歯科および口
腔機能の検査を行います。

【主な事業費の内容】
○歯科健康診査委託　　31万円

仁井田駅前駐輪場設置
事業費	 １４３万円

　仁井田駅前の駐輪場に屋根が
ないため、雨天時の利用者の利
便性向上に向け、屋根付きの駐
輪場の設計を行います。

【事業費の内容】
○設計委託等　　　 　143万円

　お歳を召すことにより、お口の
中にも虫歯や歯周病だけでなく、
嚥下障害等の機能低下が生じま
す。
　検診を受けることにより適切な
指導、治療を受けて下さい。健や
かな毎日の一助となれば幸いで
す。

　現在の駐輪場は屋根がついてい
ないため、特に悪天候のときには、
子どもたちが大変な思いをしてい
る様子を目にしています。
　屋根が付くことによって、濡れ
ることなく雨ガッパを着たり脱い
だり出来、交通安全面においても
いいことだと思います。

歯科医師の歯科医師の

高高
たかたか

津津
つつ

戸戸
どど

　　昭昭
あきらあきら

 さん さん
仁井田駅前で食堂を営む仁井田駅前で食堂を営む

荒荒
あらあら

井井
いい

　　順順
よりより

偉偉
いい

 さん さん

農　　業

新規就農者育成総合対策
事業費	 ２４００万円

　新たに経営を開始する「認定新
規就農者」に資金を助成します。
　また、経営発展のための機械・
施設等の導入を支援します。

【助成内容】
○経営開始支援額：150万円/年
○就農後の経営発展支援額：
 最大750万円（経営開始支援交

付対象者は上限375万円）

　農業は、やりがいがあります。
何を作るか？　何が売れるのか？　
トレンドが変化する中、アンテナ
を高くし自分の工夫で未来が開か
れます。
　米作りだけでなく、穀類、豆類、
野菜、果物など、いろいろな生産
に取り組み、食糧自給率をあげて
いくことが大切だと感じています。

トマト生産者のトマト生産者の

小小
ここ

池池
いけいけ

　　英英
ひでひで

行行
ゆきゆき

 さん さん

所蔵：高根沢町観光協会
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全
員
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議
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５
年
度
予
算
の
目
玉
事
業
に

町
民
の
率
直
な
声
は
!

子 育 て

一時保育拡大事業費
	 ２３２万円

　公立保育園（のびのび・にじ
いろ保育園）で実施している一
時保育の開始年齢を、生後６か
月から生後２か月に早めること
により、子育て環境を充実させ
ます。

【主な事業費の内容】
○見守りセンサー等購入
　　　　　　　　　 　213万円

　長男が１歳のときに第２子を授
かり、妊婦健診などの際に一時保
育で長男を預かってもらいまし
た。迎えに行くと、担当の保育士
が、保育時の様子を詳しく教えて
くれるので、とても安心です。
　現在も安心して長女を預けるこ
とができ、とても助かっています。

令
和
５
年
度
新
規
事
業
の
中
で
も
、
特
に
８
つ
の
事
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

そ
の
事
業
内
容
と
そ
の
事
業
に
対
す
る
町
民
の
期
待
や
感
想
、
ご
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

安全・安心な暮らしの実現と
住み続けたいと思える
町づくりに向けて

一時保育を利用する一時保育を利用する

福福
ふくふく

島島
しましま

　　利利
りり

恵恵
ええ

 さん・ さん・陽陽
ほほ

乃乃
のの

香香
かか

 ちゃん ちゃん

スポーツ

元気あっぷハーフマラソン大会
事業費	 ４５０万円

　休止していた、日本陸連公認
レースのハーフマラソン大会と
長距離走大会を再開します。
　コロナ対策を講じ、安全安心
な運営により、スポーツの力で
魅力ある町を目指します。

【事業費の内容】
○大会交付金　　　 　450万円
（新型コロナ感染症の影響で、令和
２〜４年度は開催できなかったため
新規事業の扱い）

　コロナ禍の影響で中止になって
いたこの大会が、４年ぶりに開催
されるのは、とても嬉しいです。
　小・中・高校生たちが一生懸命
に走る姿も楽しみです。この大会
で自信を付け、郡市対抗駅伝や各
大会で、町を代表する選手として
走っている姿に感動を覚えます。

参加歴20回を超える参加歴20回を超える

北北
きたきた

島島
じまじま

　　貞貞
さださだ

二二
じじ

 さん さん
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議　員
一般質問の
動画はこちら！

地
区
の
認
証
請
求
、
法
務
局
へ
の

調
査
成
果
の
送
付
な
ど
の
手
続
き

を
進
め
、
着
実
に
調
査
完
了
地
区

を
増
や
す
予
定
で
あ
る
。

　
全
町
の
地
籍
調
査
を
完
了
さ
せ

る
た
め
、
調
査
未
完
了
の
11
地
区

は
令
和
10
年
度
を
目
標
に
処
理
を

進
め
、
未
着
手
で
あ
る
12
地
区
も

未
完
了
11
地
区
の
解
消
の
見
込
み

が
で
き
た
段
階
で
調
査
に
着
手
で

き
る
よ
う
進
め
る
。

問 

地
籍
調
査
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
は

　答
【
町
長
】手
続
き
を
進
め
、

調
査
完
了
地
区
を
増
や
す
予
定

事
業
完
了
見
込
み
は

Ｑ
地
籍
調
査
遅
延
地
区
の
解

消
は
、
町
の
努
力
で
見
通

し
が
立
つ
状
況
で
な
い
た
め
、
事

業
完
了
の
遅
延
が
見
込
ま
れ
る
。

　
現
在
の
状
況
お
よ
び
今
後
の
取

り
組
み
の
考
え
は
？

Ａ 

町
長

　
調
査
予
定
区
域
全
体
で
１
８
０

０
ｈ
ａ
、
46
地
区
を
想
定
し
、
そ

の
う
ち
１
３
４
２
ｈ
ａ
、
34
地
区

の
現
地
調
査
が
完
了
し
て
い
る
。

率
に
す
る
と
74
．
６
％
の
事
業
進

捗
で
あ
る
。

　
今
後
の
取
り
組
み
は
、
ま
ず
、

法
務
局
か
ら
指
摘
の
あ
っ
た
誤ご
び
ゅ
う謬

訂
正
は
、
県
と
の
調
整
協
議
の
場

に
お
い
て
優
先
的
に
処
理
し
、
合

わ
せ
て
、
未
認
証
に
な
っ
て
い
る

商
工
会
の
会
員
を
は
じ
め
、
町
内

事
業
者
に
対
し
て
、
制
度
や
実
施

方
法
に
関
す
る
説
明
や
案
内
、
声

掛
け
を
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
募

集
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、
令
和
５
年
度
に
は
、

「
た
ま
ご
の
定
期
便
」、「
お
米
の
定

期
便
」、「
に
っ
こ
り
梨
」、「
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
」
な
ど
を
、

新
た
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
今
後
も
、
世
の
中
の
ニ
ー
ズ
に

マ
ッ
チ
し
た
事
例
を
町
内
事
業
者

と
共
有
す
る
な
ど
、
事
業
者
の
参

加
意
欲
を
高
め
な
が
ら
、
町
外
の

方
々
か
ら
選
ば
れ
る
返
礼
品
を
扱

え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

町
の
魅
力
発
信
へ

Ｑ
本
町
の
令
和
４
年
度
ふ
る

さ
と
納
税
の
実
績
は
、
寄

付
額
が
約
１
５
０
０
万
円
、
住
民

税
の
控
除
額
が
約
７
１
０
０
万
円

で
、
控
除
額
が
上
回
っ
て
お
り
、

本
来
の
制
度
の
目
的
に
は
程
遠
い
。

　
今
後
、
町
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
本
来
の
姿
に
す
る
た
め
に
、

返
礼
品
の
充
実
対
策
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
？

Ａ 

町
長

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
は
、

地
域
内
に
お
い
て
、
そ
の
返
礼
品

が
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
製
造
、

加
工
等
の
主
要
な
部
分
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
の
「
地
場
産
品

基
準
」
を
満
た
す
こ
と
が
要
件
と

さ
れ
て
い
る
。

　
現
行
制
度
下
に
お
い
て
は
、
人

気
の
特
産
品
が
な
い
自
治
体
で
は

寄
付
が
集
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
他
の

自
治
体
に
地
方
税
が
移
転
し
て
し

ま
う
と
い
う
現
状
が
あ
り
、
本
町

も
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　
そ
う
し
た
中
、
返
礼
品
の
拡
充

に
向
け
て
、
農
協
の
生
産
部
会
や

齋藤　武男

問 ふるさと納税返礼品の充実対策を
　答【町長】町外の方から選ばれるよう取り組む

需
要
が
高
か
っ
た
「
た
ま
ご
の
定
期
便
」

事業完了の遅延が見込まれる地籍調査
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論
戦

町民の声を町民の声を
町政に！町政に！
◆齋藤　武男　議員……………… 17
①ふるさと納税返礼品の充実対策を
②地籍調査の現状と今後の取り組みは
③北高根沢中学校の運動場整備は

◆森　　弘子　議員……………… 18
①阿久津小学校に学童クラブの増設を
②沿道整備街路事業の進捗は
③産業団地の新設および移住定住促進対策は

◆野口　昌宏　議員……………… 19
①帯状疱疹ワクチン接種費用助成の制度設計と18
歳以上の対象者への助成は

②リトルベビー（低出生体重児）に対する本町の周
知支援は

③防災拠点としての情報の森の活用は

※本紙では、太字の質問を要約して掲載しています。

　
父
か
ら
勧
め
ら
れ
、
自
分
の

見
聞
を
広
め
る
た
め
に
町
議
会
の

一
般
質
問
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
議
場
で
は
、
テ
レ
ビ
で
は
感
じ

ら
れ
な
い
よ
う
な
緊
張
感
の
中
で
、

議
員
や
行
政
の
皆
様
の
高
根
沢
町

を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
真
剣
に
議

論
さ
れ
て
い
る
姿
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
国
会
と
は
違
い

高
根
沢
町
の
課
題
や
政
策
に
つ
い

て
の
議
論
が
中
心
と
な
る
た
め
、

町
民
の
声
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
反
映

さ
れ
や
す
く
、
と
て
も
身
近
に
感

じ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
行
政
に
つ
い
て
あ
ま
り

深
く
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
回
の
議
会
傍
聴
を

通
し
て
、
地
域
政
治
や
住
民
参
加

の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
地
域
を
よ
く
す
る
」に
は
何

を
す
べ
き
か
？
こ
の
学
生
時
代
に

答
え
を
探
し
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

今
後
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
傍
聴
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

安
あ
達
だち
　幹
かん
太
た
さん

（大学生）

一　般　質　問

傍聴者の声

一般質問の方法が変わった？

　「一般質問」は、町の行財政全般に関し、議員
主導で政策的な議論をする場です。
　質問時間は１人につき質問・答弁・再質問を含
め60分以内です。
　高根沢町議会では、これまで一般質問の方法を
「一括質問一括答弁方式」で行ってきましたが、
質疑の論点を明確にし、議論がかみ合うように、
今回から「一問一答方式」の質問方法を採用しま
した。

　今までの「一括質問一括答弁方式」とは、議員
が質問事項を全て一括して質問し、その後、町長
などがその質問事項について一括して答弁を行っ
ていました。そして、再質問からは、一問一答で
行ってきました。

　今回から導入された「一問一答方式」とは、議
員が１つ目の質問事項を質問した後、町長などが
１つ目の質問事項に対し答弁を行います。次に、
議員が２つ目の質問を行い、その後、町長などが
２つ目の質問事項に対し答弁を行います。再質問
を含め、全ての質問を一問一答で行います。
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タイムリーな議会の
情報はこちら！

Facebook
議会会議録の詳細は
検索システムから！

会議録
一般質問の動画
はこちら！



議　員
一般質問の
動画はこちら！

本
町
に
お
け
る
リ
ト
ル
べ
ビ

ー
へ
の
理
解
と
支
援
は

Ｑ
本
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ス
マ
ホ
の
「
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
♡

Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
子
育
て
ア
プ
リ
」
な
ど

へ
の
掲
載
等
を
含
め
た
、
よ
り
多

く
の
方
へ
の
周
知
と
理
解
を
は
か

る
た
め
の
支
援
は
？

Ａ 

町
長

　
当
事
者
へ
の
「
伴
走
型
支
援
」

と
共
に
、
本
年
２
月
か
ら
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や

ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
へ
の
情
報
掲
載

を
始
め
、
よ
り
多
く
の
方
に
リ
ト

ル
ベ
ビ
ー
の
理
解
促
進
を
図
っ
て

い
る
。

リ
ト
ル
べ
ビ
ー
写
真
展
へ
の

周
知
支
援
は

Ｑ
４
月
22
日
か
ら
元
気
あ

っ
ぷ
む
ら
で
開
催
さ
れ
る

リ
ト
ル
べ
ビ
ー
写
真
展
の
周
知
に

つ
い
て
の
対
応
は
？

Ａ 

町
長

　
こ
の
写
真
展
は
、
当
事
者
で
組

織
さ
れ
る
サ
ー
ク
ル
「
に
ち
に
ち

ら
ん
ら
ん
」
が
県
内
各
地
で
巡
回

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
本
町
と

し
て
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き

た
い
。

　
周
知
に
つ
い
て
は
、
乳
幼
児
健

診
時
の
機
会
を
捉
え
、
多
く
の
母

親
や
ご
家
族
に
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
同
写
真
展
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
ポ
ス

タ
ー
提
示
や
他
の
媒
体
も
活
用
し

な
が
ら
、
当
事
者
団
体
と
相
談
し

つ
つ
行
っ
て
い
き
た
い
。

問 

リ
ト
ル
ベ
ビ
ー（
低
出
生
体
重
児
）

　 

に
対
す
る
本
町
の
周
知
支
援
は

　答
【
町
長
】当
事
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
と

　
　
　共
に
、
広
く
周
知
活
動
を
行
っ
て
い
く

Ａ 

町
長

　
２
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
の
う
ち
、

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、

昨
年
６
月
、「
50
歳
以
上
の
者
」
に

加
え
、
新
た
に
「
帯
状
疱
疹
に
罹

患
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
考
え
ら

れ
る
18
歳
以
上
の
者
」
が
接
種
対

象
者
と
し
て
追
加
承
認
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
同
様
に
令
和
６
年

度
か
ら
実
施
し
た
い
。

手
続
き
の
簡
略
化
は

Ｑ
申
請
手
続
き
が
煩
雑
に
な

ら
な
い
よ
う
簡
略
化
は
可

能
か
？

Ａ 

町
長

　
２
市
２
町
で
統
一
し
た
申
請
手

続
き
と
な
る
た
め
、
申
請
書
類
の

簡
略
化
は
難
し
い
が
、
で
き
る
だ

け
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
柔
軟

に
対
応
し
た
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
に

つ
い
て
の
制
度
設
計
は

Ｑ
50
歳
以
上
の
方
へ
の
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

の
助
成
と
そ
の
周
知
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
る
か
？

Ａ 

町
長

　
令
和
６
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ

と
と
し
、
助
成
額
は
、
塩
谷
郡
市

の
２
市
２
町
と
調
整
を
行
い
、
接

種
の
２
分
の
１
程
度
、
生
ワ
ク
チ

ン
は
４
千
円
を
１
回
分
、
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
な
ら
１
万
円
を
２
回
分
、

助
成
す
る
こ
と
で
合
意
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
生
ワ
ク
チ
ン
か
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
か
を
選
択
す
る
上
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
等
を
通

し
て
で
き
る
だ
け
丁
寧
に
行
っ
て

い
き
た
い
。

18
歳
以
上
で
対
象
と
な
る
方

へ
の
接
種
費
用
の
助
成
は

Ｑ
18
歳
以
上
50
歳
未
満
の
、

免
疫
不
全
等
の
理
由
に

よ
る
、
著
し
く
免
疫
機
能
の
低
い

方
へ
の
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い

て
は
、
昨
年
９
月
議
会
で
も
質
問

を
し
た
が
、
そ
の
後
の
検
討
は
ど

の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
？

野口　昌宏

問 帯状疱疹ワクチン接種費用助成の制度設計と
18歳以上の対象者への助成は

　答【町長】令和６年度から接種費用の半額を助成し、
18歳以上の対象者へも助成を行う

帯状疱疹ワクチン接種費用の
一部助成（４月１日以降）

元気あっぷむらで開催

※ 助成の対象となるのは令和６年４月１日以降に接種した方に限ります。 

💉💉💉💉 

～令和 6年 4月 1日より帯状疱疹ワクチン接種用の一部を助成します～ 

                    

帯状疱疹（たいじょうほうしん）とは・・・ 

帯状疱疹は、一度水痘（水ぼうそう）に感染し治った後も水痘ウイルスが体内に潜伏し、ストレ

スや過労、加齢などで免疫力が低下した際に、ウイルスが再び活性化して発症します。発症すると、

皮膚がピリピリするような痛みを感じ、その部分に赤みや水疱形成などの皮膚症状が現れます。皮

膚症状が治った後も、帯状疱疹後神経痛（PHN）と呼ばれる痛みが長期間続くこともあります。 

  

帯状疱疹ワクチンは予防接種法に基づかない任意接種です。接種するかしないか、どち

らのワクチンを接種するか等はかかりつけ医にご相談ください。また、帯状疱疹ワクチン接

種により健康被害が生じた場合は、独立行政法人医療品医療機器総合機構法による『医療

品副作用被害救済制度』に基づく救済の対象となります。健康被害が生じた場合は、接種を

受けた医療機関にご相談ください。  

 

 

 

 

① 接種前に保健センターへ申込み、予診票を受け取る。窓口以外で申込みされた場合は、

後日予診票を郵送します。（郵送には数日かかります） 

  申込み方法は窓口のほか、電話、インターネットで受付けます。 

■ 電話（０２８-６７５-４５５９） 

   ■ インターネット（町ホームページ） 

 

② 医療機関に接種の予約をする 

 

③ 接種を受ける 

■ 塩谷郡市内の協力医療機関で接種の場合（裏面 ※２をご参照ください） 

当日、助成額分を差し引いてご請求されます。差額の自己負担分をお支払いください。 

■ 協力医療機関以外での接種の場合 

接種後、保健センターへ助成申請をしていただき、助成額を指定口座にお振込みしま 

す。申請書の受付は、接種後 1年以内となります。 

対
象
者 

高根沢町に住民登録のある方で 

① 50歳以上の方 

② 18歳以上 50歳未満の方で、病気または治療により免疫不全である方、免疫機能が低下

した方または免疫機能が低下する可能性がある方、その他、医師が接種を必要と認めた

方（②の方は、お申込み時に治療状況や主治医等の情報をお伺いします） 

※ 年齢は接種日における年齢です 

助
成
額 

生ワクチン 

（ビケン） 

1回 4,000円 

（1回のみ） 

※ 助成は一生涯に生ワクチン又は不活化ワク

チンのどちらか一度です。 

※ ワクチンの接種費用は医療機関ごとに異な

ります。 

不活化ワクチン 

（シングリックス） 

1回 10,000円 

（2回まで） 

高根沢町帯状疱疹ワクチン接種費用助成のご案内 

申込フォームQRコード 

助助成成をを受受けけるる場場合合はは、、接接種種前前にに町町へへののおお申申しし込込みみがが必必要要でですす。。  

助成の受け方 お申込みの際は、予防接種による効果や副反応等を十分にご理解頂いたうえで、どち

らのワクチンを接種するか決定しておいてください。（裏面 ※1をご参照ください） 

 

高根沢町保健センター ℡ 028-675-4559 
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議　員
一般質問の
動画はこちら！

阿
小
通
学
路
の
安
全
対
策
は

Ｑ
「
通
学
路
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
で
、
町
道
３
５
０
号

線
小
口
材
木
店
か
ら
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
間
が
車
の
す
れ
違
い
と
歩
行

者
の
幅
が
狭
く
、
危
険
が
多
い
た

め
、
学
校
や
保
護
者
か
ら
歩
道
幅

拡
幅
と
路
側
線
お
よ
び
カ
ラ
ー
舗

装
整
備
、
信
号
機
の
設
置
の
要
望

が
出
て
い
る
。
通
学
路
安
全
対
策

は
、
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
？

Ａ 

町
長

　
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
か
ら
宝
積
寺

西
町
交
差
点
に
か
け
て
の
カ
ラ
ー

舗
装
、
外
側
線
の
引
き
直
し
は
完

了
。
令
和
５
年
度
は
町
道
３
７
５

号
線
と
の
交
差
点
部
に
つ
い
て
、

カ
ラ
ー
舗
装
、
外
側
線
の
引
き
直

し
を
実
施
。
県
警
本
部
に
対
し
、

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
前
横
断
歩
道
の

信
号
機
設
置
を
要
望
し
た
。
今
後

も
順
次
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
た

事
業
が
で
き
て
い
る
の
か

Ｑ
宝
積
寺
駅
西
側
地
区
で
進

め
て
い
る
「
沿
道
整
備
街

路
事
業
」
は
、
令
和
５
年
度
は
事

業
用
地
の
測
量
、
令
和
６
年
度
は

補
償
物
件
調
査
、
不
動
産
鑑
定
、

令
和
７
年
度
は
事
業
参
加
者
と
の

協
議
の
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。

　
事
業
の
進
捗
状
況
と
課
題
は
？

Ａ 

町
長

　
令
和
５
年
度
は
、
事
業
用
地
の

測
量
を
実
施
。
し
か
し
、
境
界
立

ち
合
い
の
不
調
や
公
図
不
一
致
等

の
調
整
に
よ
り
進
捗
に
遅
れ
が
生

じ
て
い
る
。
令
和
６
年
度
に
実
施

予
定
の
補
償
物
件
調
査
等
は
、
こ

れ
ら
が
解
決
し
た
後
に
進
め
る
。

　
課
題
は
、
事
業
に
参
加
す
る
全

員
の
同
意
が
必
須
と
な
る
こ
と
か

ら
、
対
象
住
民
の
残
留
や
移
転
等

の
意
向
を
的
確
に
把
握
し
、
事
業

へ
の
理
解
や
協
力
が
重
要
で
あ
る
。

問 

沿
道
整
備
街
路
事
業
の
進
捗
は

　答
【
町
長
】用
地
測
量
に

遅
れ
が
生
じ
て
い
る

Ａ 

教
育
長

　
令
和
６
年
度
か
ら
一
時
預
か
り

に
つ
い
て
、
一
日
当
た
り
の
料
金

を
１
５
０
０
円
か
ら
５
０
０
円
に

引
き
下
げ
、
利
用
者
の
「
利
便
性

向
上
」
と
「
経
済
的
負
担
の
軽
減
」

を
図
る
こ
と
と
し
た
。

　
学
童
保
育
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
度
の
入
所
希
望

者
が
定
員
１
３
０
名
を
大
幅
に
上

回
る
１
６
０
名
と
な
る
こ
と
か
ら
、

令
和
６
年
度
か
ら
第
２
音
楽
室
を

４
カ
所
目
の
保
育
室
と
す
る
。

音
楽
室
は
学
童
ク
ラ
ブ
の

保
育
室
に
相
応
し
い
の
か

Ｑ
現
在
、
阿
久
津
小
学
校
の

学
童
ク
ラ
ブ
は
、
利
用
者

が
増
え
、
ど
の
保
育
室
も
す
し
詰

め
状
態
（
本
来
の
面
積
は
、
児
童

一
人
に
つ
き
畳
一
畳
分
）
で
、
第

３
学
童
の
一
部
は
、
第
１
音
楽
室

を
利
用
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
音
楽
室
は
、
楽
器
な

ど
が
あ
り
、
教
室
の
構
造
上
、
子

ど
も
た
ち
の
生
活
の
場
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
令
和
６
年
度
も
利
用

児
童
が
増
え
て
い
く
こ
と
か
ら
、

増
設
が
必
要
と
考
え
る
が
、
検
討

さ
れ
た
の
か
？

森　　弘子

問 阿久津小学校に学童クラブの増設を
　答【教育長】令和６年度は第２音楽室を

保育室として設置する

令和６年度から学童クラブの保育室となる第２音楽室
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　島
田
桃
樺
さ
ん

　
子
供
児
童
手
当
で
、
第
3
子
以

降
に
対
し
て
は
優
遇
す
る
よ
う
な

手
当
て
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

第
1
子
が
高
校
を
卒
業
す
る
と
、

第
2
子
が
第
1
子
、
第
3
子
が
第

2
子
へ
と
変
わ
り
、
支
援
が
減
っ

て
し
ま
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
大

学
や
専
門
学
校
へ
の
進
学
が
増
加

す
る
時
代
で
、
変
わ
ら
ず
出
費
が

増
大
す
る
家
庭
へ
の
支
援
を
継
続

し
て
実
施
す
る
た
め
に
、
高
校
卒

業
後
も
変
わ
ら
ず
支
援
を
実
施
し

て
ほ
し
い
で
す
。

　
国
会
で
は
、
児
童
手
当
に
関
し

て
今
年
度
の
12
月
か
ら
「
高
校
卒

業
ま
で
延
長
す
る
」
と
い
う
話
が

出
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
」

と
い
う
こ
と
で
、
所
得
に
関
係
な

く
第
3
子
に
も
支
援
が
実
施
さ
れ
、

支
給
額
に
つ
い
て
も
第
3
子
が
1

万
5
千
円
か
ら
3
万
円
に
拡
充
し

ま
す
。

　
町
で
は
、
給
食
費
の
減
免
や
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
な
ど
を

行
っ
て
、
少
し
で
も
子
育
て
し
や

す
い
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
公
園
は
宝
積
寺
地
区
や

仁
井
田
地
区
、
光
陽
台
、
宝
石
台

地
区
に
多
数
あ
り
、
毎
年
点
検
・

整
備
を
し
て
少
し
で
も
使
い
や
す

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
な
ど
は
民
間
の
も
の
な
の

で
、
町
で
は
造
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
が
、
町
民
に
長
く
住
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
調
査
・
研
究
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

支
援
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
全
国
で
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
助

成
を
し
て
い
る
自
治
体
は
17
自
治

体
。
災
害
時
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

助
成
支
援
が
あ
る
こ
と
は
、
あ
り

が
た
い
事
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
高
根
沢
町
は
、
年
間

1
家
族
1
頭
に
限
り
、
犬
猫
の
避

妊
・
去
勢
手
術
の
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着

の
助
成
支
援
に
つ
い
て
は
、
議
会

で
議
論
を
重
ね
、
提
言
で
き
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　鈴
木
悠
真
さ
ん

　
子
育
て
し
や
す
い
環
境
が
整
っ

た
後
に
、
子
ど
も
が
遊
べ
る
公
園

や
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の

よ
う
な
商
業
施
設
を
作
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
高
根
沢
町
で
生

ま
れ
育
っ
た
子
ど
も
が
、
高
根
沢

町
に
長
く
住
み
続
け
て
い
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　田た

中な
か
琴こ
と
美み

さ
ん

　
犬
・
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
が
迷
子

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
災
害
時

に
は
ぐ
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
、

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
つ
け
て
い
れ

ば
す
ぐ
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
こ
で
、
町
か
ら
助
成
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
装
着
率
も
上

昇
す
る
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
千

葉
市
で
は
助
成
し
て
い
た
り
、
宇

都
宮
市
で
は
装
着
が
目
指
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
令
和
4
年
6
月
1
日
に
、
動
物

愛
護
管
理
法
が
施
行
さ
れ
、
販
売

す
る
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
や
ブ
リ
ー

ダ
ー
は
販
売
の
際
に
必
ず
犬
猫
に

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
し
登
録
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
家
庭
で
飼
っ
て
い
る

場
合
は
努
力
義
務
な
の
で
、
ペ
ッ

ト
を
飼
っ
て
い
る
家
庭
に
対
す
る

町
に
望
む
こ
と
は

　な
ん
で
す
か
？

　
議
員
か
ら

　
議
員
か
ら

　
議
員
か
ら

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
助
成
を

公
園
や
大
型
商
業
施
設
を
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高
校
生

高
校
生
とと
議
員
議
員
と
の
と
の
カ
フ
ェ
・
ド
・
ギ
カ
イ

カ
フ
ェ
・
ド
・
ギ
カ
イ

地
元
地
元

　　高
根
沢
高
校
生
が
町
を
語
る

高
根
沢
高
校
生
が
町
を
語
る

市
町
の
中
で
、
下
か
ら
３
番
目
と

少
な
く
、
事
故
発
生
件
数
も
56
件

（
令
和
５
年
11
月
ま
で
）
で
、
下
か

ら
６
番
目
と
少
な
い
で
す
。
安
全

安
心
な
と
こ
ろ
が
高
根
沢
町
の
魅

力
だ
と
思
い
ま
す
。

　
中
小
企
業
に
向
け
た
支
援
と
し

て
、
近
隣
の
宇
都
宮
市
と
比
較
し

て
も
、
一
度
の
支
援
金
の
額
は
高

根
沢
町
の
方
が
高
い
こ
と
で
す
。

　
み
な
さ
ん
が
気
づ
い
た
町
の
魅

力
、
素
晴
ら
し
い
視
点
で
す
。
子

育
て
支
援
や
環
境
、
事
件
事
故
や

企
業
支
援
ま
で
幅
広
い
分
野
か
ら

の
発
見
。
特
に
普
段
利
用
が
少
な

い
と
思
わ
れ
る
高
校
生
か
ら
、
た

ん
た
ん
号
の
利
点
が
挙
げ
ら
れ
る

と
は
、
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

　
様
々
な
子
育
て
支
援
の
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
妊
娠
時
や
出
産
時
に
５
万
円
支

給
の
よ
う
な
子
育
て
支
援
政
策
を

実
施
し
て
い
て
、
子
育
て
し
や
す

い
環
境
が
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
町
の
公
共
交
通
機
関
と
し
て
た

ん
た
ん
号
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

利
用
料
金
も
安
く
、
自
宅
に
迎
え

に
来
て
く
れ
、
町
全
域
に
移
動
で

き
る
た
め
、
高
齢
者
や
車
を
持
っ

て
い
な
い
人
に
と
っ
て
は
と
て
も

便
利
で
す
。

　
高
根
沢
町
の
犯
罪
件
数
は
67
件

（
令
和
４
年
）
で
、
栃
木
県
内
の
25

島し
ま

田だ

桃も
も

樺か

さ
ん

鈴す
ず

木き

悠ゆ
う

真ま

さ
ん

矢や

澤ざ
わ
と
も
ひ
さ

朋
久
さ
ん

齋さ
い
と
う藤
隼し

ゅ
ん
す
け翼
さ
ん

宮み
や
も
と
も
と
ひ
ろ

本
基
弘
さ
ん

町
の
魅
力
っ
て 

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

第
４
２
４
回
定
例
会

令
和
６
年
度
予
算

日
常
調
査
奨
励
賞・義
援
金
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問

議
会
活
性
化
・

議
会
基
本
条
例

カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

委
員
会
審
査

お茶を飲みながら 気軽におしゃべりしようよ
　和気あいあいとアットホームなスタイルで、気軽にそして親しみと関心を持って
議会と接してほしいという思いから始まったこのカフェ・ド・ギカイ。これまでも
様々な分野の方々とおしゃべりをしてきましたが、今回は１月30日に、地元高根
沢高校の生徒さん（３年生）たちを議場にお招きして、日頃感じていることなどを
話してもらいました。テーマは２つ【町の魅力】と【町に望むこと】です。
　高校生ならではの視点と発想から出た意見に議員たちが耳を傾けました。
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高
校
生

高
校
生
とと
議
員
議
員
と
の
と
の
カ
フ
ェ
・
ド
・
ギ
カ
イ

カ
フ
ェ
・
ド
・
ギ
カ
イ

地
元
地
元

　　高
根
沢
高
校
生
が
町
を
語
る

高
根
沢
高
校
生
が
町
を
語
る

広
報
編
集
委
員
の

　

 

そ
こ
が 

い
い
ね
！



町
の
宣
伝
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
看
板
の
デ
ザ
イ
ン
や
ペ

イ
ン
ト
を
高
根
沢
町
の
小
中
学
生

が
手
伝
い
、
児
童
生
徒
の
地
域
貢

献
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
道
路
の
上
に｢

自
然
・
希
望
・

活
力
が
き
ら
め
く
ま
ち 

高
根
沢｣

と
描
い
て
あ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。

　
確
か
に
劣
化
し
て
い
て
、
薄
く

見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。

　
町
の
玄
関
口
に
あ
た
る
所
な
の

で
、
な
る
べ
く
早
く
新
し
く
し
て

も
ら
う
よ
う
町
へ
提
言
や
要
望
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
新
し
く
す
る
際
に
は
、

文
字
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
も
見
直
し

て
、
小
中
学
生
も
交
え
て
一
緒
に

検
討
し
て
い
け
ば
、
町
の
こ
と
を

知
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
し
、
児

童
生
徒
の
地
域
貢
献
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

　
単
に
看
板
を
新
し
く
す
る
と
い

う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
町
の
Ｐ

Ｒ
や
町
民
自
ら
の
参
加
や
地
域
活

性
化
な
ど
の
可
能
性
を
含
ん
だ
と

て
も
い
い
意
見
だ
と
思
い
ま
す
。

　
②
1
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
き
受
講
料

5
０
０
０
円
補
助
【
創
業
塾
な
ど

の
受
講
料
補
助
】

　
③
中
小
企
業
診
断
士
が
無
料
で

答
え
て
く
れ
る
【
専
門
家
に
よ
る

無
料
経
営
診
断
】

　
④
不
動
産
屋
さ
ん
と
連
携
し
て

支
援
【
不
動
産
情
報
の
提
供
】

　
⑤
異
業
種
の
人
た
ち
と
気
軽
に

話
せ
る
【
交
流
会
の
開
催
（
通
称

創
業Café

）】

　
良
い
こ
と
は
勉
強
し
て
、
創
業

支
援
者
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　鈴す
ず
木き

里り
な菜
さ
ん

　
国
道
４
号
か
ら
宝
積
寺
バ
イ
パ

ス
の
入
り
口
に
あ
る
横
断
歩
道
に

高
根
沢
町
を
紹
介
す
る
看
板
が
あ

り
ま
す
が
、
文
字
が
薄
く
な
っ
て

い
る
の
で
新
し
く
し
て
ほ
し
い
で

す
。

　矢
澤
朋
久
さ
ん

　
高
根
沢
町
は
大
学
進
学
な
ど
で

町
か
ら
転
出
し
た
若
者
が
就
労
場

所
が
な
い
た
め
、
戻
っ
て
こ
ら
れ

な
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。
　

　
私
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
志

す
若
年
層
に
支
援
す
る
こ
と
で
、

若
年
層
の
起
業
を
刺
激
し
、
さ
ら

に
雇
用
の
拡
大
へ
と
つ
な
が
り
、

若
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
働
く
場
所
や
働
く
人
が
多
く
な

り
、
特
に
若
者
が
、
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
を
や
れ
る
町
に
な
っ
て

い
っ
た
ら
良
い
で
す
ね
。
お
配
り

し
た
「
高
根
沢
町
創
業
支
援
ガ
イ

ドvol.1

」
に
は
、
創
業
者
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記
事
や
本
町
で
創
業
し

た
お
店
や
会
社
、
事
業
所
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
の
で
、
是
非
読
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
外
、
本
町
で
の
創
業
支
援

事
業
5
つ
が
載
っ
て
い
ま
す
。

　
①
創
業
か
ら
2
年
間
の
家
賃
を

半
額
補
助
【
補
助
金
支
援
】

若
年
層
の
起
業
支
援
を

町
の
紹
介
看
板
を
新
し
く

■ 高根沢町の施策について詳しく知れた
■ 町のすみずみまで見たくなった
■ 議会で話す機会があまり無いので貴重な経験になった
■ 私たちが少しでも暮らしやすくなるように色々なこと
    を話し合ったりしていてすごいと思った
■ 議会が町のためにしていることが分かった
■ 実際の議会がどのようになっているかを見てみたい

参加した高校生の感想など（抜粋）町に提言しました
カフェ・ド・ギカイ
終了後に、全議員で
協議し、「町紹介看
板のリニューアル」
について議長から町

へ提言し
ました。

提言書はこちら
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い
で
、
以
前
に
比
べ
た
ら
非
常
に

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
啓
蒙
活
動
と
し
て
毎
年
7
月

に
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

を
駅
前
で
実
施
し
て
い
る
成
果
で

も
あ
り
、
高
根
沢
高
校
の
生
徒
さ

ん
に
も
こ
の
運
動
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
13
年
前
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
で
は
、
高
根
沢
高
校
の
生
徒

の
皆
さ
ん
が
宮
城
県
閖ゆ
り
あ
げ上
地
区
に

出
向
き
、
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
で
は
更
生
保
護
女
性
会
と
保
護

司
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
球
根
を
各
小
学
校
・
中

学
校
・
高
根
沢
高
校
に
届
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　

　
４
号
の
渋
滞
は
、
長
年
の
懸
案

事
項
で
す
。

　
幸
い
に
も
現
在
、
国
道
4
０
8

号
が
4
号
に
抜
け
る
方
向
で
工
事

中
で
あ
り
、
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、

大
幅
に
交
通
渋
滞
も
解
消
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
早
期
実
現
に
最

善
の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

　宮
本
基
弘
さ
ん

　
事
件
・
事
故
の
少
な
い
安
全
安

心
な
町
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
町

民
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
そ
の
た

め
に
防
犯
や
事
故
防
止
に
向
け
た

対
策
は
何
か
お
考
え
で
す
か
。

　
春
と
秋
の
交
通
安
全
運
動
の
時

に
各
監
視
所
に
立
っ
て
啓
蒙
活
動

を
行
っ
た
り
、
中
学
生
の
自
転
車

の
乗
り
方
の
指
導
を
し
た
り
し
な

が
ら
、
交
通
事
故
を
防
ぐ
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
犯
罪
の
方
で
は
、
町
で
は
年
に

3
～
4
人
が
保
護
観
察
処
分
く
ら

り
合
い
に
し
な
い
と
採
算
が
と
れ

ま
せ
ん
。

　
利
用
場
所
が
多
い
目
的
地
を
結

ん
で
循
環
バ
ス
を
計
画
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
新
た
な
予
算(

お
金)

が
必
要
に
な
り
、
大
変
難
し
い
部

分
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
た
ん

た
ん
号
で
利
用
者
を
効
率
的
に
運

べ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
て
ル
ー
ト
を
設
定
し
た

り
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
使
っ
た
利

用
予
約
な
ど
も
考
え
な
が
ら
や
っ

て
い
け
れ
ば
、
多
少
、
早
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　寳た
か
ら

島じ
ま

　南み
な
みさ
ん

　
国
道
４
号
か
ら
宝
積
寺
バ
イ
パ

ス
（
県
道
10
号
線
）
方
面
に
向
か

う
車
で
、
４
号
の
右
車
線
が
渋
滞

し
て
し
ま
い
、
毎
朝
通
勤
・
通
学

が
大
変
で
す
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
敷
設
後
、

渋
滞
の
緩
和
が
み
ら
れ
た
地
域
も

あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
こ
は

あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　齋
藤
隼
翼
さ
ん

　
た
ん
た
ん
号
は
安
く
て
使
い
や

す
い
反
面
、
時
間
が
か
か
る
と
い

う
の
が
大
き
な
問
題
と
し
て
あ
り

ま
す
。
た
ん
た
ん
号
は
現
在
、
計

５
台
稼
働
し
て
い
ま
す
が
、
も
っ

と
台
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。
本

数
が
増
や
せ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

た
ん
た
ん
号
の
利
用
場
所
と
し
て

多
い
、
と
り
せ
ん
・
宝
積
寺
駅
・

道
の
駅
た
か
ね
ざ
わ
元
気
あ
っ
ぷ

む
ら
・
黒
須
病
院
・
倉
持
整
形
外
科
・

深
澤
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
オ
ー
タ
ニ
・

Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
・
ま
な
か
医
院
・
リ
オ

ン
ド
ー
ル
高
根
沢
東
店
な
ど
町
の

主
要
な
場
所
を
結
ぶ
循
環
バ
ス
を

計
画
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
ん
た
ん
号
導
入
時
の
目
的
は
、

高
齢
化
が
進
み
、
車
に
乗
ら
な
い

方
が
増
え
る
中
、
タ
ク
シ
ー
と
は

違
う
家
ま
で
迎
え
に
行
っ
て
目
的

地
ま
で
運
ん
で
く
れ
る
格
安
（
1

０
０
円
《
当
時
は
日
本
で
一
番
安

い
料
金
》）
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
提

供
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
1
０
０
円
と
い
う
料
金
上
、
乗
　

　
第
3
子
は
第
1
子
が
22
歳
に
な

る
ま
で
支
給
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

が
現
在
検
討
さ
れ
て
お
り
、
実
現

さ
れ
れ
ば
、
第
1
子
が
22
歳
に
な

る
年
度
の
3
月
ま
で
と
い
う
区
切

り
は
あ
る
が
、
第
3
子
が
高
校
3

年
生
で
あ
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
第
3
子
の
児
童
手
当
支
給
は
今

ま
で
年
3
回
で
し
た
が
、
令
和
6

年
12
月
か
ら
年
6
回
に
な
り
ま
す
。

　
専
門
学
校
や
大
学
に
行
く
場
合

の
奨
学
金
を
含
め
た
サ
ポ
ー
ト
で

は
、
現
状
で
は
給
付
型
奨
学
金
が

拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。
企
業
で
は

人
材
確
保
の
た
め
、
大
学
を
卒
業

し
た
後
の
奨
学
金
の
返
済
を
肩
代

わ
り
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
出
て

き
て
い
ま
す
。

　
大
学
の
授
業
料
の
無
償
化
も
国

で
検
討
さ
れ
て
お
り
、
令
和
7
年

度
か
ら
実
施
す
る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。
授
業
料
の
後
払
い
制
度

や
奨
学
金
の
対
象
者
拡
大
な
ど
も

国
の
方
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
勤
・
通
学
時
の
渋
滞
緩
和
を

安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
町
に

　
議
員
か
ら

　
議
員
か
ら

　
議
員
か
ら

第
４
２
４
回
定
例
会

令
和
６
年
度
予
算

日
常
調
査
奨
励
賞・義
援
金
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク
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ェ・ド・ギ
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の
台
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増
を
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人
形
作
り
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
？

　
　
人
形
作
家
・
与
あ
た
え

勇ゆ
う
揮き

氏
の
人

形
に
出
会
い
、
自
分
も
作
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
退
職
後
、

そ
の
人
形
教
室
が
あ
る
事
を
知
り
、

習
い
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
し

て
作
る
の
で
す
か
？

　
　
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
後
、

人
形
の
設
計
図
を
書
き
、
そ
れ
を

基
に
作
成
。
顔
は
粘
土
で
作
り
、

石
膏
で
型
を
取
り
、
内
側
に
和
紙

を
貼
っ
て
型
抜
き

を
し
て
作
り
ま
す
。

身
体
は
布
で
縫
い
、

中
に
木も
く
も
う毛
を
詰
め
、

髪
の
毛
は
絹
糸
を

人
形
に
あ
わ
せ
て

染
め
ま
す
。
靴
や

下
駄
な
ど
は
皮
や

木
、
布
な
ど
を
使

い
、
す
べ
て
手
作

り
。
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
、
重
心
の

あ
り
方
、
骨
格
や
筋
肉
の
動
き
を

考
え
、
わ
か
ら
な
い
時
は
、
自
分

で
動
い
て
み
る
。
美
術
解
剖
図
な

ど
、
人
体
に
つ
い
て
の
本
は
必
携

で
す
。

　
　
ど
の
人
形
も
顔
の
表
情
や
身

体
つ
き
が
違
っ
て
い
ま
す
が
、
制

作
上
苦
労
し
た
こ
と
は
？

　
　
時
代
に
よ
り
服
装
や
持
ち
物

が
様
々
な
の
で
、
参
考
に
な
る
物

を
見
つ
け
る
の
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
ま
た
、
人
形
に
合
う
小
さ

な
柄
を
探
す
の
が
難
し
い
。
無
い

場
合
は
、
自
分
で
模
様
を
描
い
た

り
、
染
め
た
り
し
ま
す
。
時
に
は
、

靴
屋
に
な
っ
た
り
、
下
駄
屋
に
な

っ
た
り
し
ま
す
。
特
に
、
人
を
よ

く
観
察
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
県
の
芸
術
祭
で
入
賞
さ
れ
た

そ
う
で
す
が
？

　
　
工
芸
部
門
で
準
芸
術
祭
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

　
　
町
に
望
む
こ
と
は
？

　
　「
サ
ロ
ン
」
を
通
じ
て
、
地
域

の
方
た
ち
と
繋
が
り
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

と
し
て
、
他
の
地
域
で
も
「
サ
ロ

ン
」
が
増
え
て
い
っ
て
く
れ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

～
取
材
を
終
え
て
～

　
高
根
沢
町
役
場
を
退
職
後
、
与

勇
輝
氏
の
人
形
に
魅
了
さ
れ
、
人

形
制
作
に
没
頭
し
て
き
た
野
澤
さ

ん
。

　
人
形
か
ら
、「
人
間
愛
」
を
感
じ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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QA

A

マチイロHP

トチギ
イーブックスHP

広報誌が
スマホで
見れて便利
「マチイロ」＆
「栃木イーブックス」
を検索

編 

集 

後 

記

　
令
和
６
年
度
予
算
、
ち
ょっ
と

ブ
レ
イ
ク
、「
高
校
生
と
の
カ
フェ・

ド
・
ギ
カ
イ
」
な
ど
、
ど
の
ペ
ー

ジ
も
読
み
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。
議

会
だ
よ
り
へ
の
感
想
な
ど
、
お
便

り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 （
森
）

QA

一体一体の人形に

命を吹き込んで

広報委員の突撃
インタビュー

あなたの声を町政に

　
野
澤
さ
ん
の
人
形
に
出
会
い
、

涙
が
出
る
く
ら
い
感
動
し
ま
し

た
。
人
形
の
顔
の
表
情
に
な
ぜ

か
懐
か
し
さ
を
覚
え
、
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
、「
わ
ら
べ
歌
」
の
世
界

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
気
持
ち

に
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
人
形
を
制
作
し

た
思
い
な
ど
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

ま
し
た
。

趣
味
と
し
て

人
形
と
い
う
形
に

　
　
　
　
　
　な
る
ま
で

制
作
上
の
苦
労
は

準
芸
術
祭
賞
を
受
賞

Q

Q

Q

A

A
入賞作品「雪こんこ」

野野
のの

澤澤
ざわざわ

　　邦邦
くにくに

江江
ええ

さん ( 中台）さん (中台）
  趣味：手芸　ハイキング  趣味：手芸　ハイキング


